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東
水
巻
駅
が
開
業
し
て
、
も
う
す
ぐ
一
周
年
を
迎
え
ま
す
。

丸
太
造
り
の
駅
舎
、
カ
ラ
ー
舗
装
の
ホ
ー
ム
、
そ
れ
に
駅
前
公
園
も
整

備
さ
れ
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
お
し
ゃ
れ
な
新
名
所
に
な
り
ま
し
た
。

は
た
し
て
利
用
者
は
増
え
た
で
し
ょ
う
か
。
地
元
へ
の
影
響
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
月
は
、
東
水
巻
駅
を
テ
ー
マ
に
特
集
し
ま
し
た
。

の
発
揮
客
繕
幸
二
宙
丸

燻
蹄
と
所
産
が
紆
発
で
す
虻

東
水
巻
駅
の
利
用
者
は
着
実
に
増
え

続
け
て
い
ま
す
。
開
業
当
初
は
一
日
約

八
百
人
の
乗
降
客
で
し
た
が
、
九
か
月

ま
た
、
一
月
分
の
切
符
の
売
り
上
げ

枚
数
か
ら
行
先
別
の
利
用
者
を
詞
ペ
て

み
る
と
、
最
も
多
い
の
は
黒
崎
で
約
四

五
酢
、
次
い
で
折
尾
が
二
三
酢
。
利
用

者
全
体
の
う
ち
、
実
に
七
割
近
く
の
人

の
行
先
が
、
こ
の
二
つ
の
駅
で
占
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

後
の
昨
年
十
二
月
に
は
一
日
平
均

約
千
二
百
人
。
こ
の
う
ち
約
半
数

は
定
期
券
の
利
用
者
で
す
。

駅
員
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
、
利

用
者
の
大
部
分
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
Ｏ

Ｌ
、
学
生
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
一
日

の
ピ
ー
ク
は
朝
夕
の
二
回
。
特
に
朝
は

七
時
二
十
五
分
発
門
司
行
、
七
時
三
十

五
分
発
若
松
行
、
七
時
五
十
七
分
発
若

松
行
の
三
本
に
集
中
し
て
い
て
、
い
ず

れ
も
五
十
人
以
上
の
人
が
乗
り
込
ん
で

い
る
よ
う
で
す
。

利
用
者
の
声
を
聞
い
て
み
る
と
、
「
通

勤
が
楽
に
な
っ
た
。
」
「
朝
の
時
間
に
余

裕
が
で
き
た
。
」
「
バ
ス
に
比
べ
て
乗
り

替
え
が
な
く
、
待
ち
時
間
が
少
な
い
。
」

「
駐
車
場
の
心
配
が
い
ら
な
い
か
ら
、

気
軽
に
黒
埼
に
出
掛
け
ら
れ
る
。
」
と
、

だ
れ
も
が
ロ
を
そ
ろ
え
て
新
駅
の
誕
生

を
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
＼

（

小
倉
か
ら
通
勤
し
て
い
ま
す

松本電子工業工場長

村田扶紗男さん

小
倉
か
ら
通
勤
し
て
い
ま
す
。
以
前

は
工
場
の
若
い
人
に
水
巻
駅
ま
で
送
迎

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
駅

が
で
き
て
助
か
っ
て
い
ま
す
。

工
場
の
若
い
人
は
男
女
を
問
わ
ず
事

通
勤
で
す
が
、
同
僚
と
連
れ
だ
っ
て
黒

崎
ま
で
飲
み
に
出
る
時
に
は
駅
を
利
用

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
に
、
出
入

り
の
業
者
か
ら
も
「
便
利
に
な
り
ま
し

た
ね
。
」
と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
よ
。

男
性
の
買
物
客
が
増
え
ま
し
た

ニッタン吉田店従業員

黒沢蔦根さん

駅
が
で
き
て
お
客
さ
ん
の
層
が
変
わ

っ
た
よ
う
で
す
。

以
前
は
団
地
の
主
婦
が
ほ
と
ん
ど
で

し
た
が
、
最
近
は
会
社
帰
り
の
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
や
学
生
な
ど
、
男
性
の
買
物
客

が
増
え
た
の
が
目
立
ち
ま
す
ね
。

夕
方
四
時
ご
ろ
か
ら
六
時
ご
ろ
に
か

け
て
、
た
ば
こ
、
酒
類
、
弁
当
、
総
菜
、

雑
誌
な
ど
が
よ
く
売
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
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ま
た
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
（
丸
太
造
り
）

の
駅
舎
や
駅
前
公
園
も
、
「
モ
ダ
ン
で
い

い
。
」
「
駅
の
周
り
が
明
る
く
な
っ
た
。
」

と
好
評
。
特
に
、
駅
舎
か
ら
ホ
ー
ム
の

間
に
設
置
さ
れ
た
屋
根
は
「
雨
の
日
も

濡
れ
な
く
て
い
い
。
」
と
喜
ん
で
い
る
人

が
多
い
よ
う
で
す
。

一
方
、
吉
田
工
場
団
地
の
利
用
者
か

ら
は
、
「
冬
場
の
待
合
室
は
北
風
が
吹

き
さ
ら
し
で
寒
さ
が
応
え
る
。
」
と
、
改

善
を
求
め
る
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

と
も
あ
れ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
駅
舎
と
美

し
く
整
備
さ
れ
た
駅
前
公
園
は
町
外
の

人
に
も
人
気
を
呼
び
、
わ
ざ
わ
ざ
見
物

に
来
る
人
も
あ
る
よ
う
で
す
。

さ
て
、
駅
の
開
業
が
地
元
に
与
え
た

影
響
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

駅
に
最
も
近
い
ニ
ッ
タ
ン
吉
田
店
で

は
、
「
通
勤
帰
り
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
学

生
の
買
物
客
が
増
え
ま
し
た
。
」
と
、
ま

ず
は
一
安
心
。
と
こ
ろ
が
、
吉
田
商
店

（

街
（
兼
吉
限
）
で
話
を
聞
く
と
、
「
人
通

り
は
確
か
に
増
え
て
活
気
も
で
た
が
、

買
物
客
は
以
前
と
全
く
変
わ
ら
な
い
。

昔
か
ら
の
お
な
じ
み
さ
ん
が
買
っ
て
く

れ
る
だ
け
で
す
。
」
と
い
う
意
見
が
ほ
と

ん
ど
で
し
た
。

次
に
片
山
地
区
で
は
、
「
申
闇
市
イ
ワ

ゼ
方
面
か
ら
の
人
通
り
が
増
え
た
が
、

そ
ご
う
の
買
物
袋
を
持
っ
た
人
の
姿
が

目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
」
と
い
う

反
応
。
ア
パ
ー
ト
経
営
者
の
意
見
を
聞

い
て
も
「
町
内
の
入
居
者
が
入
れ
替
わ

る
だ
け
で
、
北
九
州
か
ら
の
入
居
者
は

ま
だ
い
ま
せ
ん
。
ポ
タ
山
で
も
開
発
さ

れ
る
と
違
う
の
で
し
ょ
う
が
…
。
」
と
、

開
業
に
よ
る
活
性
化
の
メ
リ
ッ
ト
は
聞

か
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
方
、
深
刻
な
の
は
県
道
筋
の
商
店
。

西
鉄
バ
ス
の
利
用
者
が
減
っ
た
た
め
か

人
通
り
が
少
な
く
な
り
、
ほ
と
ん
ど
の

商
店
主
か
ら
「
売
り
上
げ
が
落
ち
込
ん

で
い
る
。
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た

駅
が
で
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
の

流
れ
が
変
わ
り
、
地
元
商
店
街
は
新
た

な
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

季
節
の
花
を
咲
か
せ
た
い吉田団地・主婦

具志キクさん

私
は
、
朝
夕
仕
事
に
行
か
れ
る
方
に

「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
　
「
ご
苦
労
さ

ま
」
と
い
う
気
持
ち
を
心
か
ら
伝
え
た

く
て
、
駅
の
ホ
ー
ム
に
コ
ス
モ
ス
や
ス

ミ
レ
な
ど
季
節
の
花
を
植
え
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
駅
だ
か
ら
、
美
し
く
、
心

の
な
ご
む
駅
に
し
た
い
と
思
う
の
で
す

が
、
私
一
人
の
力
で
は
ど
う
に
も
な
り

ま
せ
ん
。
吉
田
団
地
の
み
な
さ
ん
、
一

緒
に
駅
に
花
を
咲
か
せ
ま
せ
ん
か
。

利
用
者
が
半
分
に
減
っ
た水巻タクシー乗務員

松井弘雄さん

吉
田
地
区
で
十
年
近
く
タ
ク
シ
ー
に

乗
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
駅
が
で
き
て
か
ら
は
、
特
に
黒

崎
、
折
尾
方
面
の
利
用
者
が
半
分
以
下

に
減
り
ま
し
た
。
ｌ
Ｒ
の
方
が
安
く

て
、
早
く
て
、
安
全
と
い
う
こ
と
で
、

し
か
た
な
い
で
す
が
…
。

駅
を
降
り
た
人
も
、
近
く
だ
か
ら
、

ほ
と
ん
ど
乗
る
人
が
あ
り
ま
せ
ん
。



費税の
がらスタートします。

支払総額

1 0 3 ，0 0 0

舶樹競顕溌計 ．

3 、0 0 0 ’

売上げ
1 0 0 ．0 0 0

売上げにかかる
税額⑥
3 ．0 0 0

仕入れ
7 2 ，1 0 0

仕入れに含まれ

る税額（診
2 ，1 0 0

翻競税顛㊥－⑬
9 0 0

売上げ
7 0 ，0 0 0

売上げにかかる

税額④
2 ，1 0 0

仕入れ

5 1 ，5 0 0
仕入れに含まれ

る税額⑧
1 ，5 0 0

船 疎密－魯

、 6 ◎9

売上げ

5 0 ．0 0 0

売上 げにかかる

税額 1 ．5 0 0

：、納付稜津

1 ．5 0 0

課
税
の
対
象
は
、
事
業
と
し
て
行
わ

れ
る
取
引
に
限
定
さ
れ
ま
す
。

」
消
費
税
は
、
国
内
取
引
と

外
国
貨
物
の
輸
入
に
対
し

て
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

国
内
取
引
で
課
税
対
象
と
な
る
の
は

「
事
業
者
が
事
業
と
し
て
対
価
を
得
て

行
う
資
産
の
譲
渡
、
資
産
の
貸
付
け
、

及
び
役
務
の
提
供
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
製
造
業
、
卸
売
業
、
小
売

業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
事
業
者
が
行

う
取
引
の
ほ
と
ん
ど
が
消
費
税
の
課
税

対
象
に
な
り
ま
す
。

消
費
税
は
「
事
業
」
と
し
て
行
わ
れ

る
取
引
に
限
っ
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
で

す
か
ら
、
家
庭
で
使
っ
て
い
た
テ
レ
ビ

や
自
家
用
車
な
ど
を
友
人
に
売
っ
て
も

消
費
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
給
料
や
貸
金
は
労
働
0
対
価

で
、
「
事
業
」
と
し
て
の
対
価
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
代
物
弁
済
な
ど
の
よ
う
に

金
銭
の
授
受
を
伴
わ
な
い
資
産
の
引
渡

し
で
あ
っ
て
も
、
何
ら
か
の
反
対
給
付

の
あ
る
も
の
は
課
税
対
象
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
個
人
事
業
者
が
事
業
用
の

資
産
を
家
事
の
た
め
に
消
費
し
た
場
合

や
、
法
人
が
資
産
を
そ
の
役
員
に
対
し

て
贈
与
し
た
場
合
も
同
様
に
課
税
対
象

と
な
り
ま
す
。

な
お
、
国
内
取
引
の
よ
う
に
「
事
業

者
が
」
　
「
対
価
を
得
て
」
と
い
う
限
定

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
輸
入
の
場
合
は

素
人
の
取
引
で
も
、
無
償
で
あ
っ
て
も

消
費
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

輸
出
坂
引
は
免
税
さ
れ
ま
す
。

消
費
税
は
国
内
の
消
費
に
対
し
て
課

さ
れ
る
税
金
で
す
か
ら
、
輸
出
に
対
し

て
は
免
税
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

無
償
で
行
わ
れ
る
取
引
は
、
課
税
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

消
費
税
は
「
対
価
を
得
て
行
わ
れ
る

輸
入
は
、
素
人
の
取
引
で
も
、
無
償

で
あ
っ
て
も
課
税
さ
れ
ま
す
。

消
費
税
は
、
外
国
か
ら
の
貨
物
の
輪

取
引
」
　
が
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
の

で
、
無
償
取
引
は
原
則
と
し
て
課
税
さ

れ
ま
せ
ん
。

「
一

人
に
対
し
て
も
課
税
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
課
税
対
象
は
「
貨
物
の
輸
入
」
の

み
で
す
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
や
特
許
権
な

ど
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

（

消
費
税
が
課
税
さ
れ
な
い

も
の
を
非
課
税
と
い
い
ま

す
。

′／／㌃



ま
ず
、
消
費
税
の
課
税
対
象
と
し
て

な
じ
ま
な
い
も
の
と
し
て
、
土
地
の
売

買
、
預
金
の
利
子
、
有
価
証
券
の
譲
渡

な
ど
が
非
課
税
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
政
策
上
の
目
的
か
ら
、
社
会

保
険
医
療
、
学
校
の
授
業
料
、
社
会
福

祉
事
業
の
一
部
が
非
課
税
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

貨
物
を
引
き
取
る
者
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。

用
さ
れ
ま
す
。

納
付
税
額
の
計
算
は
次
の
算
式
に
よ

っ
て
行
い
ま
す
。

課
税
売
上
高
が
三
千
万
円
以
下
の
暮

彙
者
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

消
費
税
の
申
告
と
納
付
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
者
が
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
個
人
の
事
業
者
は
前
々
年
、
法

人
に
つ
い
て
は
前
々
事
業
年
度
（
こ
れ

を
基
準
期
間
と
い
い
ま
す
。
）
の
課
税
売

上
高
が
、
三
千
万
円
以
下
の
事
業
者
は
、

そ
の
年
の
消
費
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

措
錮
欄
誓
苧
餉
消
音

額
の
八
割
（
卸
売
業
は
九
割
）
と
み
な

し
て
、
計
算
で
き
る
も
の
で
す
。
し
た

が
っ
て
納
税
額
は
、
課
税
売
上
額
に
〇

二
ハ
パ
ー
セ
ン
ト
（
卸
売
業
は
〇
・
三

パ
ー
セ
ン
ト
）
を
乗
じ
た
額
と
し
て
計

算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

課
税
如
間
は
、
個
人
業
者
は
暦
年
、

法
人
は
事
業
年
度
で
す
。
税
額
は
、
課

税
期
間
中
の
売
上
げ
に
対
す
る
税
額
か

ら
同
じ
期
間
中
の
仕
入
れ
等
に
含
ま
れ

る
税
額
を
差
し
引
く
だ
け
で
す
。

課
税
売
上
高
が
六
千
万
円
未
満
の
事

業
者
は
、
軽
減
措
雷
が
と
ら
れ
ま
す
。

姓
消
費
税
を
最
終
的
に
負
担

す
る
の
は
消
費
者
で
す

が
、
消
費
者
が
直
接
税
務

署
に
行
っ
て
納
め
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
税
を
納
め
る
義
務
の
あ
る
方
を

納
税
義
務
者
と
い
い
ま
す
が
、
消
費
税

の
納
税
義
務
者
は
、
国
内
取
引
き
の
場

合
は
「
事
業
者
」
、
輸
入
の
場
合
は
「

簡
易
課
税
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
税

額
の
計
算
が
簡
単
に
な
り
ま
す
。

基
準
期
間
の
課
税
売
上
高
が
五
億
円

課
税
売
上
高
が
三
千
万
円
か
ら
六
千

万
円
の
間
に
あ
る
事
業
者
に
は
、
免
税

業
者
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
課
税

売
上
高
に
応
じ
て
納
付
税
額
の
一
部
が

軽
減
さ
れ
る
「
限
界
控
除
制
度
」
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
限
界
控
除
制
度
に

よ
る
計
算
式
は
次
の
と
お
り
で
す
。

換
消
費
税
の
税
率
は
三
パ
ー

セ
ン
ト
で
す
。
た
だ
し
、

普
通
自
動
車
は
平
成
四
年

ま
で
の
間
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
税
率
が
通

以
下
の
事
業
者
は
、
簡
易
課
税
制
度
を

選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
仕
入
等
に
含
ま
れ
て

い
る
税
額
を
売
上
に
含
ま
れ
て
い
る
税

∴
∵
∴
∵
．
．

〓
●
　
．
．

児童手当をうけら

児童手当は、小学校入学前の児童（昭和58年

4月2日以後に生まれた児童）を含む18歳未満

の児童を2人以上養育している人で、収入が一

定額未満の場合に、2番目の児童から支給され

ます。

なお、自分のお子さんでなくても、その子を

監護し、一定の生計関係があれば支給されます。

●小学生は対象外

現在受給されている人でも、対象児か小学生

になった時は受給できなくなります。

児童手

2番目の児童には月額2，500円、3番目以降の

児童には1人につき月額5，000円が、小学校入学

まで支給されます。

支給月は、2月、6月、10月の年3回です。

それぞれ前月までの手当が支給されることにな

っています。

申請はいつでも受け付けま

児童手当の申請は、役場社会課老人児童係で

いつでも受け付けています。印鑑を持参のうえ

手続きしてください。

なお、現在受給していて異動のない人は、6

月に現況届を提出してください。

ク　ク

迩ゝ
ｌ



がんばれ責ノ嶺関

町内有志が化粧回しをプレゼント
努力と根性の郷土力士、貴ノ嶺関（
本名岡田明彦さん・30歳）に化粧回し
が贈られました。2月25日、町商工会
館で行われた贈呈式には井筒親方も同
。伊藤町長が「郷土の誇りです。これか
らも頑張ってください。」と地元を代表し
てあいさつし、回しを手渡しました。

贈られた化粧回しは、町内有志の募金で

作ったもので、出身地水巻にちなんで樹齢
約18∝）年といわれる立屋敷の大イチョウと

遠賀川がデザインきれています。

机小、水巻中を経て遠賀高校一年の時、
井筒親方に勧められて角界入りした貴ノ嶺

関は、十両昇進まで14年84場所を費やしま

したが、今年の初場所、西筆意で9勝6敗

の戦績を残し2月㌘日の番付発表で念願の
幕内入りを果たしました。87場所かかって
の幕内入りは史上最長記録。

化粧回しを手に「郷土の人にこんなにし

てもらってうれしい。きっそく、大阪場所

の初日から使わせてもらいます。」と、笑
顔で答える貴ノ嶺関。来場所ブラウン管に

登場するのが楽しみです。

鳳愕ないの愕
残念でした。

親子たこあげ大会

遠賀川の河川敷公園で2月5日、

「親子たこあげ大会」が開かれまし

た。参加者は約100人。

やっこだこ、ぐにゃぐにゃだこ、

あんどんや飛行機の形をした立体だ

こ、それに300個もの連だこなど「手

作りだこ」がカラフルに大空を舞い

ました。この日は、ぽかぽかと暖か

い一日でしたが、あいにく風が討く

大きな立体だこは紗げるのに一苦労

です。風に向かって走り回り、汗だ

くになる人も…。公園には、親子づ

れやお年寄りの見物客も訪れ、のど

かな日曜日を満喫していました。

最優秀賞受賞者は次のとおり。

雷小学生の部　行実康介

■一　般の部　江藤英帝

車団　体の部　小金丸亮一はか3名

あ

き

さ

と

柴
田
明
碧
く
ん

昭
和
6
3
年
3
月
1
1
日
生
ま
れ

明慧君が幼稚園へ通うころ、総合

公園ができ、町全体がコスモスの

花で埋めつくされた美しい町に生

まれ変るときいてます。

このほこれる町で、希望と夢を

育ててくださいね。　　母　りえ



寒さなんかへツチヤラだい。
「ェイッ！」「ヤーツ！」－2月5日、若松区岩屋

海岸で空手スポーツ少年団「水巻武道会」の寒げいこが

ありました。

この日はポカポカ陽気とはいえ、2月の海はまだまだ

凍えるほどの冷たさです。団員たちは、約1キロのマラ

ソンの後、浜辺で突きの基本練習をして体を温め、上半

身裸になって海へ入りました。

始めはおそるおそる水に法っていた新入団員も、しば

らくするとすぐに慣れ、みんなと一緒に円陣を組んで

「エイッ」「ヤーツ」と突きの練習。団員たちは、ザブ

ンと首まで海につかったり、水をかけ合ったりして、約

20分間の海中練習を元気にこなしました。

健康づくりはまず歩くことから
毎月1回、第1月曜日に「歩こう会」が催されている

のをご存じですか。

「健康づくりはまず歩くことから」と、2年前に始め

られたこの行事、今ではすっかり定着して毎回約70人の

参加者が集まります。

歩き方やストレッチ体操の指導をしているのは、スポ

ーツコーディネーターの田中康雄さん。「ニコニコペー

スの運動は一番安全で効果的な運動です。自分の体に合

った強さで無理がないように歩くのが良い方法です」と、

週に3回は歩くことを勧めています。

歩く時間は約1時間。4月からは速度別のコースに分

けることも検討されています。

興味のある人は役場健康対策係へお尋ねください。

7＼

力を合わせてへツ勺ンへツ勺ン
■も

ペッタン、ペッタン－なつかしい杵の昔が聞えてき

ます。2月11日、頃末南区子供会では頃末公民館で「も

ちつき大会」をしました。小学生の男の子が交替しなが

ら杵を持ち、女の子が丸めます。

初めは元気だった男の子も、しばらくつくと腰がフラ

フラです。お父さんたちにも手伝ってもらい、4時間か

けて40毎のもちをつき上げました。山崎真吾くん（6年）

魚住礼子ちゃん（4年）、井塚麻梨子ちゃん（4年）の

代表3人は、吉田の特別養護老人ホーム松快苑を訪問し

て「ぼくたちがついたもちです。食べてください。」

「いつまでも元気で長生きしてください。」とつきたて

のもち100個をプレゼントしました。

68人が白熱戦
ナイス・スマシュ－2月‾19日、町民体育館に中学生
から成人まで68人が参加して、第9回水巻町卓球選手権

大会が開かれました。熱戦の結果は次のとおり。

●男子Ｓ＝Ａ級①三浦理図務（鯉口分譲）（り後藤勇（お
かの台）Ｂ級①郷内繁（吉田団地）⑧芳賀健児（頃未南）
●女子Ｓ＝Ａ級①緒方裕子（新生荷）⑧鈴木照子（立屋
敷）Ｂ級①鈴木祐美子（立屋敷）④舟津照代（下二）
●ベテラン男子Ｓ①森川孝善（頃未南）⑧大林英雄（古賀）
●ベテラン女子Ｓ①森安としえ（上二）⑧入江和子（二）
●中学男子Ｓ①鈴木圭（南中）⑧郷内大輔（南中）
●中学女子Ｓ①林真由美（南中）⑧真鍋佐知子（南中）
●混合Ｗ＝Ａ①堀本質・鈴木照子⑧三浦理図番・鈴木祐
美子
●混合Ｗ＝Ｂ①鈴木圭・森安としえ⑧永松草・入江和子



が
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
は
3
月
2
5
日
ま
で

社
会
課
の
窓
口
で
申
請
く
だ
さ
い

税
制
改
革
に
よ
っ
て
四
月
か
ら
消
音
税
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
改
革
に
と
も
な
い
、
お
年
寄
り
や
障
害
者
な
ど
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
人
に
対
し
て
、
臨
時

特
別
給
付
金
（
一
時
金
）
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
臨
時
福
祉
給
付
金
（
福
祉
給
付
金
）

支
給
対
象
者
一
人
に
つ
き
一
万
円

●
躊
時
介
護
福
祉
金
（
介
護
福
祉
会
）

支
給
対
象
者
一
人
に
つ
き
　
五
万
円

川
　
平
成
元
年
二
月
一
日
（
以
下
基
準

日
と
い
い
ま
す
。
）
に
お
い
て
、
次
の

い
ず
れ
か
の
年
金
や
手
当
を
受
給
で

き
る
人
。

①
老
齢
福
祉
年
金

⑧
障
害
基
礎
年
金
の
う
ち
、
旧
福
祉

年
金
に
相
当
す
る
も
の
（
年
金
証

書
の
記
号
番
号
の
左
か
ら
五
桁
目

と
六
桁
目
が
「
6
3
」
ま
た
は
「
茄
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
）

⑧
遺
族
基
礎
年
金
の
う
ち
、
旧
母
子

・
準
母
子
福
祉
年
金
に
相
当
す
る

も
の
（
年
金
証
書
の
左
か
ら
五
桁

目
と
六
桁
目
が
　
「
㌘
」
　
ま
た
は

「
カ
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
）

④
児
童
扶
養
手
当

㊥
障
害
児
福
祉
手
当

⑥
特
別
障
害
者
手
当

⑦
福
祉
手
当
（
経
過
措
置
分
）

⑧
原
子
爆
弾
被
爆
者
諸
手
当

榊
　
基
準
日
に
お
い
て
、
二
月
分
の
特

別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象
と
な

る
障
害
児
の
人

聞
　
基
準
日
に
お
い
て
七
十
歳
以
上
の

人
（
大
正
八
年
二
月
一
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
）
で
、
暗
和
六
十
三
年
度

分
の
町
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
人

用
　
前
記
川
～
糊
に
該
当
す
る
場
合
で

も
、
基
準
日
に
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
人
や
社
会
楯
祉
施
投
に
入
所
し

て
い
る
人
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

川
　
基
準
日
に
お
い
て
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
人
、
ま
た
は
昭
和
六
十
三

年
度
分
の
町
民
税
が
非
課
税
あ
る
い

は
均
等
割
世
帯
に
属
し
て
い
る
人
で

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
盾
和
六
十
三
年
八
月
一
日
以
前
か

ら
寝
た
き
り
、
ま
た
は
痴
呆
等
の

状
態
が
続
き
、
常
時
介
護
が
必
要

な
六
十
五
歳
（
大
正
十
三
年
二
月

一
日
以
前
生
ま
れ
）
以
上
の
人

⑧
今
年
二
月
分
の
障
害
児
福
祉
手
当

特
別
障
害
者
手
当
、
福
祉
手
当
を

受
給
で
き
る
人

用
　
今
年
二
月
一
日
現
在
、
病
廃
に
三

か
月
以
上
続
け
て
入
院
し
て
い
る
人

や
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に

入
所
し
て
い
る
人
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。

閻
且

の
　
福
祉
給
付
金
と
介
護
福
祉
金
の
支

給
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
三
月
二

十
五
日
ま
で
に
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

用
　
申
請
書
は
役
場
社
会
課
民
生
係
に

置
い
て
い
ま
す
。
申
し
込
む
時
は
、

印
か
ん
と
、
年
金
証
書
な
ど
を
受
給

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

㈹
　
受
給
者
が
二
十
歳
未
満
の
場
合
や

扶
養
し
て
い
る
家
族
が
い
る
人
は
、

本
人
と
扶
養
者
の
印
か
ん
を
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

帥
　
昭
和
六
十
三
年
一
月
二
日
以
降
に

水
巻
町
に
転
入
し
た
人
は
、
前
住
所

地
の
市
町
村
民
税
課
税
証
明
書
が
必

要
で
す
。

糊
　
詳
し
い
こ
と
は
社
会
諌
民
生
係
へ

忘れていませんか

圏圏回画圏

●国民健康保険税●町県民税

●固定資産税　●軽自動車税

町
で
は
、
税
の
滞
納
整
理
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
厳
し
い
方
針

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

再
三
の
催
告
に
も
応
じ
な
い
滞
納

者
に
は
、
国
税
徴
収
法
に
も
と
づ
く

不
動
産
の
差
し
押
え
を
行
う
と
と
も

に
、
財
産
調
査
を
徹
底
し
、
税
負
担

の
公
平
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

特
別
な
事
情
で
現
在
納
付
で
き
な

い
人
は
、
放
置
せ
ず
、
納
税
相
談
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。
　
（
納
税
係
）

③
年
度
を
越
し
た
滞
納
税
は
直

ち
に
差
押
え
に
着
手
し
ま
す

支
払
い
は
た
ま
れ
ば
た
ま
る
ほ
ど

困
難
に
な
り
ま
す
。
年
度
を
越
し
た

滞
納
税
は
早
期
に
滞
納
整
理
に
取
り

組
み
ま
す
。

＠
催
告
書
発
送
か
・
ｈ
天
か
月
以

内
に
差
押
え
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
何
度
催
告
し
て
も
何
ら

連
絡
の
な
い
人
、
約
束
を
守
ら
な
い

人
、
い
つ
ま
で
も
完
納
し
な
い
人
に



現
在
の
国
民
健
康
保
険
証
（
柿
色
）
は

3
月
3
1
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。

次
の
日
程
で
新
し
い
保
険
証
（
桃
色
）

を
交
付
し
ま
す
の
で
、
切
り
替
え
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
切
り
替
え
に
必
要
な
も
の

①
「
保
険
証
」
と
「
印
鑑
」

㊥
遠
隔
地
被
保
険
者
は
、
⑱
の
保
険

証
⑧
遠
隔
地
の
学
生
は
、
⑳
の
保
険
証

（
引
き
続
き
⑳
保
険
証
の
交
付
を

希
望
す
る
人
は
、
在
学
証
明
書
ま

た
は
学
生
証
の
写
し
が
必
要
で

す
。
）

保険証の切り替え日程
●と　こ　ろ　役場181会議室
●受付時間　午前9時～午後4時

月 ・巳 地　 区　 名

立屋敷 ・伊を座 ・みずほ

団地1二・二呵住・下二・下

3 月 28日

、（火 主

午前
ニ喝住・入江興産社宅・林

住宅・サニーニュータウン

吉田－・吉田二・古田三・

吉田団地 ・鯉口団地 ・緑

風園団地 ・美吉男団地Ｚ、ＯＫ
ｋ′Ｆ．1

午後

3 月29 日

（水 ）

午前

頃蒸・みずまき苑・松栄荘

薗地・軌・高尾団地・青計

新生街 ・梅ノ木団地

午後

高松団地 ・樋口 ・猪熊 ｔ

堵熊野住 ・おかの台 ・古

貿画地

保国
険保
積税
が
渡
せ
ま
せ
ん
0

を
滞
納
す
る
と

新国民年金法 旧国民年金法

年

金
芳福鮎 誠 碧雷宴 富雪宴豊箪舘

し祉族る歳害 族害齢 算齢婦児母子害 の
耶 種
の

のか年）障年 年年年 年　　　　 金 類
） ら金　 害金 金金金 金

7 月3 1 日

！（これまでどおり）

誕 生　月　の 末　日
提（Ｄ～⑤は、昨年までは5月末日まで

に　　 してもらっていたもの 出
目⑨、⑲は、昨年までほ4月末日まで

に提出してもらっていたもの。

保
険
証
を
返
し
て
も
ら
う

特
別
の
事
情
が
な
い
の
に
、
国
保
税

を
二
期
以
上
滞
納
し
て
い
る
世
帯
主
か

ら
は
、
保
険
証
を
返
し
て
も
ら
い
ま
す

た
だ
し
、
そ
の
世
帯
に
老
人
医
療
な
ど

を
受
け
る
人
が
い
る
場
合
は
、
別
に
保

険
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

資
格
証
明
書
を
交
付

保
険
証
を
返
し
て
い
た
だ
い
た
世
帯

に
は
、
代
り
に
「
被
保
険
者
資
格
証
明

書
」
を
お
渡
し
し
ま
す
か
ら
、
こ
れ
に

よ
っ
て
診
療
を
う
け
て
く
だ
さ
い
。

診
療
費
は
あ
と
で
払
い
戻
し

「
被
保
険
者
資
格
証
明
書
」
で
診
療

を
う
け
る
場
合
は
、
一
時
全
額
を
支
払

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
あ
と
で
国
保
か

ら
払
い
戻
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
こ
の
時
、
滞
納
保
険
税
を
全
額

納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

は
、
催
告
か
ら
六
か
月
以
内
に
差
押

通
知
書
が
届
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑳
差
押
え
の
た
め
の
財
産
調
査

を
徹
底
し
ま
す
。

町
税
の
滞
納
処
分
や
財
産
調
査
は

税
務
署
と
同
じ
法
律
に
よ
っ
て
行
い

ま
す
。
財
産
淘
査
は
、
銀
行
、
勤
め

先
、
取
引
先
な
ど
積
極
的
に
行
い
ま

す
。

差
押
調
査
は
、
不
都
合
、
不

利
益
を
と
も
な
い
ま
す
。

給
与
差
押
え
、
銀
行
預
金
差
押
え
、

売
掛
金
差
押
え
、
い
ず
れ
も
必
ず
不

都
合
や
不
利
益
を
と
も
な
い
ま
す
。

自
主
納
税
に
よ
る
完
納
が
一
番
で
す

何
年
も
か
か
る
納
税
猶
予
は

担
保
や
保
障
人
を
出
し
て
も

ら
い
ま
す
。

納
税
誓
約
取
扱
基
準
を
設
け
、
滞

納
額
に
応
じ
て
担
保
を
出
し
て
い
た

だ
い
た
り
、
納
税
保
証
人
を
た
て
て

い
た
だ
い
た
り
し
ま
す
。

滞
納
税
に
は
、
年
利
川
・
6

％
の
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま

す
。

納
期
内
に
き
ち
ん
と
納
税
き
れ
た

人
と
の
均
衡
を
図
る
た
め
、
一
定
期

限
を
過
ぎ
た
滞
納
税
に
は
年
利
1
4
・

6
％
の
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

町
で
は
自
主
納
税
を
勧
め
て
い
ま

す
。
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



4
0

歳
か
ら
の

止
問
の
健
康

歯
の
寿
命
を

「
」
存
じ
で
す
か

歯
の
平
均
寿
命
は
何
年
く
ら
い
か
ご

存
じ
で
す
か
。

一
番
長
生
き
す
る
の
は
犬
歯
で
す
。

男
性
は
左
側
の
犬
歯
で
六
十
二
年
、
女

性
は
五
十
九
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

逆
に
一
番
短
命
な
歯
は
第
二
大
日
歯

で
す
。
こ
の
歯
の
寿
命
は
男
性
四
十
三

年
、
女
性
四
十
一
年
で
す
。
長
生
き
す

る
歯
と
短
命
な
歯
で
は
約
二
十
年
も
差

が
あ
る
の
で
す
か
ら
驚
き
で
す
ね
。

奥
歯
に
い
く
ほ
ど
歯
ブ
ラ
シ
も
十
分

に
届
か
ず
、
む
し
歯
や
歯
槽
膿
漏
に
か

か
り
や
す
く
な
り
、
歯
の
寿
命
も
短
く

な
っ
て
し
ま
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

さ
て
、
あ
な
た
は
自
分
の
歯
で
、
死

ぬ
ま
で
お
い
し
く
食
事
を
い
た
だ
く
自

信
が
あ
り
ま
す
か
。

し

そ

う

の

う

ろ

う

歯
槽
膿
漏
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

歯
槽
膿
漏
の
予
防
に
は
、
早
期
発
見

に
よ
る
早
期
治
療
が
一
番
で
す
。
日
ご

ろ
か
ら
症
状
が
な
い
か
ど
う
か
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
歯
を
磨
い
た
と
き
出
血
し
ま
せ
ん
か

⑧
歯
ぐ
き
が
赤
く
は
れ
て
い
ま
せ
ん
か

⑧
歯
ぐ
き
に
、
む
ず
が
ゆ
い
感
じ
が
あ

り
ま
せ
ん
か
。

④
ロ
の
中
に
嫌
な
に
お
い
が
あ
り
ま
せ

ん
か
。

⑤
物
を
か
む
と
き
、
歯
が
ぐ
ら
つ
き
ま

せ
ん
か
。

⑥
朝
起
き
た
時
、
口
の
中
が
ね
ぼ
り
ま

せ
ん
か
。

⑦
食
べ
物
が
歯
の
間
に
は
き
ま
り
ま
せ



「

空
家
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

●
申
し
込
み
受
付
期
間

3
月
1
4
日
（
火
）
～
3
月
お
目
（
火
）

●
申
し
込
み
先
　
役
場
住
宅
課
管
理
係

●
申
し
込
み
資
格

①
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
が
あ

る
人

⑧
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
（
事
実
上

婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る

人
や
、
婚
姻
の
予
約
者
を
含
み
ま

す
。
）

⑧
申
込
者
や
同
居
親
族
の
収
入
の
合
計

が
、
一
定
の
水
準
以
下
で
あ
る
こ
と

（
下
の
収
入
基
準
の
年
収
早
見
表
を

参
照
く
だ
さ
い
。
）

④
現
に
住
宅
に
因
窮
し
て
い
る
人

⑤
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

平成元年度町営住宅（空家）入居募集戸数

邑ｉ ｉｄＳ■已■○○＝〇ｍ種　 別 ＳＳｌＥ獲悶 ○○ＳＳ■缶■…巨■Ｉは■ＳＳ■駐題教室ミｍ ニ　・．‘Ｉ

間
松

団

地

Ａ
1～8績

1 、2種混合 申耐 5 梅津
4 ．5 －4 ．5－6 日Ｋ

6－4 ．5－4 ，5 ＤＫ

13 ，88Ｄ円

～

14 ，08 0円

2 2
9～18棟 3～5階

Ｂ
9　 棲 1～2賠

1＿悪縁混合 申耐 5 階逮
6－4 ．5－4 ．5 ＤＫ

6－6－6 ＤＫ

14 ，ｍ 円
～

狸 ，88 0円
1 3

～10

11～24棟

鯉　 口ｌ Ｅ刃 ：地 、ｈ 種混合 中耐 5 階建 6－6－6Ｄ樵 幾
竹 ，80 円
～

18 ，000円

2

ゴビ
ｔ：コ
荘】

団

地

5　 階＋建 1 、2種混合 申耐 5 階建
6－ぬ 永 薫

64 日誉3 ＤＫ

8 ．500円

～

10 ，000 円

7

2　 階　 建 ． 2 種 筒耐 2 時壌
4 ．5 －4 ．5－4 ．5 Ｋ

6－4 ．5－3 Ｋ

8 ，088 円

～

？，580円

8

慈　 熊　 勒　 住

フ種

ヱごＥ

木造平家建

簡耐平家建

6 ←6 ＤＫ

6－4 ．5－3 Ｋ

6 ，008円

～
6 ，300円

2

翠 を 線 ㍉ 木造平家建

簡耐平家建

6－4．5 Ｋ

614 、5 ＤＫ

4 ，700円
～

5 ．700 円

5

野　 間　 喝　 住

い わ ぜ 喝 住
2 種 簡耐 2 階建 616 －6 ＤＫ

16 ，8約 円

～
18 ，0 00 円

1

⑥
外
国
人
の
場
合
は
、
次
の
す
べ
て
の

要
件
に
該
当
す
る
こ
と

の
水
巻
町
内
に
外
国
人
登
録
を
行
っ

て
い
る
人

伺
願
和
㌘
年
4
月
2
8
日
（
平
和
条
約

発
効
日
）
に
日
本
国
籍
を
離
脱
し

た
人
で
昭
和
2
0
年
9
月
2
日
（
ポ

ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
の
日
）
以
前
か

ら
引
続
き
国
内
に
在
留
し
て
い
る

人
、
お
よ
び
そ
の
直
系
卑
属
で
国

内
で
生
ま
れ
、
引
き
続
き
在
留
し

て
い
る
人

目
協
定
永
住
の
資
格
を
有
す
る
人
お

よ
び
そ
の
直
系
卑
属
で
、
国
内
で

生
ま
れ
引
き
続
き
在
留
し
て
い
る

人

①
家
賃
の
支
払
い
等
に
つ
い
て
確
実
な

連
帯
保
証
人
が
あ
る
こ
と

⑧
犬
・
猪
な
ど
の
ペ
ッ
ト
類
を
入
居
時

ま
で
に
処
分
す
る
こ
と
が
確
約
で
き

る
人

⑨
入
居
す
る
世
帯
全
員
が
団
地
内
で
円

満
な
社
会
生
活
が
で
き
る
こ
と

⑩
三
年
以
内
に
公
営
住
宅
の
明
け
渡
し

処
分
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人

町
営
住
宅
五
階
建
の
、
三
階
以
上
に

引
き
続
き
三
年
以
上
居
住
す
る
高
齢
者

等
で
、
居
住
す
る
団
地
の
二
階
以
下
を

希
望
す
る
人
の
住
み
替
え
を
受
け
付
け

ま
す
。
●
対
象
者
は
…
…

住
み
替
え
の
対
象
と
な
る
人
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

①
高
齢
者
　
昭
和
糾
年
1
月
1
日
現

在
満
7
0
歳
以
上
の
人

㊥
重
度
の
身
体
障
害
者

申
し
込
み
は
仕
宅
課
へ

収入基準の年収早見表（サラリーマンの場合）　（）内は月収単位：円

●
高
松
団
地
Ａ
は
常
時
募
集
し
ま
す
。

●
吉
田
団
地
の
店
舗
も
募
集
し
て
い
ま

す
。

●
申
し
込
み
は
一
世
帯
二
戸
し
か
で
き

ま
せ
ん
。
希
望
す
る
人
は
早
め
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る

受
け
付
け
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み
用
紙
は
役
場
二
階
の
住
宅

課
管
理
係
に
あ
り
ま
す
。

藍莞音義薫滋 ． Ｉ　 ＿　心　 ナ子主Ｊ ｌ　 ゾ

拶 ●　　 ▲1ｔＲロｔｔｌ． 裁′・7 、′、、ラン、、′寺 ■
4－ ■　　　　　▲ ニぬコ Ｊ　　 ⊥ 鞘 ′くまごてノ、ミミ′．葺′ノーご　ご、漸く．′。‾、3漏

収 第 1 種

3，8 15，99 9円 3，463，999円 ．3．，87 5，9 99円 4 ，287 ，999円 4，6 99，999円 ‾ 5割 1，9 99円 ：・5，523 ，999円

以下 ｕ下 以下 以下 以下 以下 以下

入

基

（25苦，333 ） （2 88，6 66） （3 22，9 9の ・、 絹57，3 33 ）′ （3 9 1，6 66） （42 5，99 9う （4 60，3 3の 、

第 2 種

1，95 1，99 9円 2，4 23，9 99円 2，8 95，9 99円 3，35凱9 99円 3、77 1，9 99円 4 誹 数 朋押上 4，5 95 9 99円
準 以下 以下 以下 以下 、 ′．以下 以下 ，

以下
日62 ，66 6） 衰 却粧牒邸転 ．一律射 ，333 ） 衰 摺耽溺堪信 誉 璃 幽 油 か （討8 ，も66 ） （3 82，9 99汗

11＼



許
可
証
を
張
っ
て
な
い
看
板
は

発
見
し
だ
い
取
り
除
き
ま
す

土
　
木
　
係

町
建
設
鉱
害
課
で
は
、
町
内
の
道
路

や
河
川
に
不
法
に
設
置
さ
れ
た
、
看
板

な
ど
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
か
な
り
の
数
の
不
法
占
用
物
（
看

板
な
ど
）
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
町
で
は
次
の
よ
う
な
許
可

証
を
作
成
し
、
届
出
済
の
物
と
不
法
な

物
と
を
区
別
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

現
在
届
出
を
し
て
い
る
人
は
、
許
可

証
を
発
行
し
ま
す
の
で
役
場
建
設
鉱
害

課
に
受
け
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
年
四
月
一
日
以
後
に
許
可

始注ポ
ま射チ
リが看
ま　　の

者にとって1年のうちで一番嫌Ｌｌ
な注射が始まります。その日は下
の表のとおりです。この日がだめな

ら予備日に必ず受けてくださし1ね。

●各地区の日程表
登録・注射料4，620円
日　程 午　　 前 】 午　 後

迂妻

猶鐙誌調は

ニ重 鎮 ㌫ 立 屋 教 1：30～

公 爵儀辛 受瀾

下　 二 仕棚ト

公 民 照 11瀾

み ず ほ 2瑞ト

公 民 館　 3二08

イ　ま．晋

下二町住 用 髄～ 倍 音 庫 1：2（ト

公 民 館 18：50 公 居 館　 1：40

二 呵 佳 日：0（ト え ぶ り2：80㌣

公 民 館 11：30 公 民 館　 2：3日

娼泥患調は

さ　 肯 10ニ0【ト 吾田の－ †：30や

公 民 常　 用：40 公 民 窟　 1：5位

猪熊野住 10：5Ｃト

公 民 飼 11：38

樋　 口 2：2〔卜

公 民 館　 3：ｍ

ヱ†；

吉田の二　 9湖｛ ．猪　 館 1ニ3〔ト

公 民 館 18：30 公 民 館　 2：88

吉田の三 相瑠～ 中　 央 2：2（ト

公 民 館 1′1：30 公 民 館　 3：00

上記日程で漏れた犬は、次の予備日程で受けて下さい。

下

ｄ　 ＿塾瀦　 公

二呵住 10：08～ 猪　 熊 1 剖ト

民 館　 柑：38 公 民 館　 2 湖

士
Ｃ3
分

田の二 18 ：5ト 中　 央 2：20や

居 館　 ＝：38 公 民 館　 3 ：88

を
受
け
た
人
に
は
、
随
時
、
許
可
証
を

さ
し
あ
げ
ま
す
。

許
可
証
の
張
っ
て
な
い
看
板
な
ど
は

四
月
以
降
、
発
見
し
だ
い
町
で
撤
去
い

た
し
ま
す
。
占
用
許
可
を
受
け
て
い
な

い
人
は
早
急
に
建
設
鉱
害
課
へ
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

食
生
活
改
善
推
進
教
室
で

健
康
食
を
学
び
ま
せ
ん
か

健
康
対
策
係

保
健
所
で
は
、
五
月
か
ら
始
ま
る
食

生
活
改
善
推
進
教
室
の
受
講
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

一
年
間
に
わ
た
っ
て
「
栄
養
の
バ
ラ

ン
ス
が
と
れ
た
健
康
食
」
の
作
り
方
を

あ
な
た
も
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

教
室
を
修
了
さ
れ
た
人
に
は
、
町
の

健
康
事
業
の
一
環
と
し
て
食
進
会
活
動

で
大
活
躍
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

●
教
室
の
開
催
期
間
　
五
月
か
ら
来
年

三
月
ま
で
、
原
則
と
し
て
毎
月
一
回

（
第
一
金
曜
日
ま
た
は
第
三
金
曜
日
）

●
膚
習
場
所
と
時
間
　
遠
賀
保
健
所
で

午
前
9
時
細
分
か
ら
正
午
ま
で

●
テ
キ
ス
ト
・
受
騰
料
　
テ
キ
ス
ト
は

県
か
ら
配
布
、
受
講
料
は
無
料
で
す
。

●
修
了
証
書
　
1
0
回
以
上
受
講
し
た
人

に
は
修
了
証
書
を
交
付
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
　
受
講
を
希
望
す
る
人
は

役
場
健
康
対
策
係
ま
で
ど
う
ぞ
。

学
費
に
囲
っ
て
い
ま
せ
ん

町
教
育
委
員
会

町
内
の
小
・
中
学
校
に
在
学
し
て
い

る
児
童
・
生
徒
で
、
経
済
的
な
理
由
で

就
学
が
困
難
な
人
に
対
し
、
教
育
費
の

援
助
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
者
　
こ
の
制
度
の
対
象
者
は
、

①
　
生
活
保
護
法
に
よ
る
教
育
扶
助

の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
人

⑧
　
生
活
保
護
法
に
規
定
す
る
要
保

護
者
に
準
じ
る
程
度
に
困
窮
し
て
い

る
人
①
　
ま
た
は
、
特
に
補
助
の
必
要
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人
で
す
。

●
申
請
受
付
締
切
日

▽
新
一
年
生
…
…
…
5
月
3
1
日
ま
で

▽
在
校
生
…
…
…
…
4
月
2
8
日
ま
で

●
申
請
手
続
き
　
申
請
書
は
教
育
委
員

会
に
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、

教
育
委
員
会
学
務
係
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。
精
神
障
害
者
と
家
族
の
方
へ

講
演
会
を
開
催
し
ま
す

遠
賀
保
健
所

遠
賀
保
健
所
で
は
毎
年
一
回
、
「
精

神
障
害
者
と
家
族
の
集
い
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

今
回
は
、
薬
物
治
療
に
焦
点
を
当
て

講
演
会
を
企
画
し
ま
し
た
。
多
数
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
　
き
　
3
月
以
日
（
金
）
午
後
1

時
か
ら
3
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
保
健
所
会
議
室

●
龍
　
濱
　
「
心
に
効
く
薬
－
そ
の
益

と
害
」
　
精
神
科
医
山
田
哲
也
先
生

吉
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
ナ
イ
タ
ー
施
設

（
水
巻
申
）
の
利
用
者
の
抽
選
会
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

今
回
の
抽
選
会
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ

い
て
は
四
月
の
日
・
祝
日
、
ナ
イ
タ
ー

施
設
（
1
9
時
～
2
1
時
）
は
四
月
に
使
用

を
希
望
す
る
人
が
対
象
で
す
。

●
と
　
き
　
3
月
加
日
（
月
）
午
後
2
時

●
と
こ
ろ
　
役
場
二
〇
四
会
議
室

●
資
　
格
　
抽
選
に
参
加
で
き
る
の
は

町
内
企
業
ま
た
は
、
町
内
居
住
者

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
。

●
種
　
目
　
吉
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
野

球
、
ナ
イ
タ
ー
施
設
は
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
に
限
り
ま
す
。

●
注
　
意
　
五
月
分
以
降
の
抽
選
は
、

前
月
の
第
一
月
曜
日
に
行
い
ま
す
。



こ
の
夏
、
中
国
へ
出
か
け
ま
せ
ん
か

「
九
州
青
年
の
船
」
団
轟
募
集
中

県
青
少
年
対
策
課

県
で
は
「
九
州
青
年
の
船
」
の
団
員

を
募
集
し
ま
す
。

●
実
施
時
期
　
8
月
㌘
日
～
9
月
7
日

●
訪
問
国
　
　
中
華
人
民
共
和
国

●
募
集
人
員

▽
一
般
団
員
（
却
～
2
9
歳
）
　
起
人

▽
班
　
長
　
（
㌘
～
お
歳
）
　
2
人

●
負
担
金
　
七
万
三
千
円
へ
班
長
免
除
）

●
募
集
期
随
一
4
月
1
日
～
5
月
1
5
日

●
応
募
先
　
　
役
場
教
育
委
員
会

●
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
教
育
委
員
会

ま
た
は
県
企
画
振
興
部
県
民
生
活
局

青
少
年
対
策
課
　
魯
（
0
9
2
）
6

4

1

局

4

7

4

0

番

●
海
技
免
状
は
、
五
年
ご
と
に
身
体
適

正
、
知
識
、
技
能
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け

て
更
新
し
ま
し
ょ
う
。
有
効
期
限
満
了

日
以
前
一
年
の
間
に
更
新
を
し
な
い
と

免
状
は
失
効
し
ま
す
。

●
免
状
が
失
効
し
た
人
は
、
再
交
付
講

習
を
受
け
て
再
交
付
の
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

●
ま
た
、
昭
和
4
9
年
5
月
訪
日
か
ら
昭

和
5
0
年
1
2
月
3
1
日
ま
で
に
交
付
を
受
け

た
旧
四
級
小
型
船
舶
操
縦
の
免
状
は
、

今
年
の
3
月
3
1
日
ま
で
に
新
免
状
に
引

き
換
え
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　
九
州
運
輸
局
船
員

部
船
舶
職
員
課
　
宙
（
0
9
3
）
3

3

2

局

8

0

9

4

番

消
費
税
の
説
明
会
で

社
長
さ
ん
も
勉
強
し
ま
せ

若
松
税
務
署

消
費
税
を
納
め
て
い
た
だ
く
事
業
者

の
方
に
、
消
費
税
の
課
税
対
象
、
納
税

義
務
者
の
範
囲
、
税
額
の
計
算
方
法
、

申
告
・
納
付
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て

説
明
会
を
開
き
ま
す
。

説
明
会
へ
の
案
内
は
後
日
税
務
署
か

ら
送
付
さ
れ
ま
す
が
、
年
間
課
税
売
上

が
三
千
万
円
を
超
え
る
万
は
納
税
義
務

者
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
出
席
し
て

く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
3
月
2
8
日
（
火
）
午
前
1
0

時
か
ら
正
午
ま
で

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
大
ホ

ー

　

レノ

●
問
い
合
わ
せ
先
　
　
　
若
松
税
務
著

せ
濾

係二
月
十
日
号
の
町
の
わ
だ
い
に
掲
載

し
た
「
遠
賀
郡
各
町
対
抗
駅
伝
大
会
」

の
入
賞
チ
ー
ム
に
記
載
も
れ
が
あ
り
ま

し
た
。
次
の
と
お
り
訂
正
し
、
お
わ
び

い
た
し
ま
す
。

題
小
学
女
子
の
部
　
2
位
頃
未
水
泳
㈹

5
位
机
水
泳
㈲

※
頃
末
と
机
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
み

な
さ
ん
、
ど
う
も
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
般
寄
付
と
し
て

●
梅
の
木
団
地
西
　
　
岩
井
な
ち
え
様

香
典
返
し
と
し
て

●
猪
熊
　
　
　
故
・
下
川
ミ
ツ
ヨ
様

下
川
　
武
　
様

●
吉
田
一
　
故
・
石
川
ミ
サ
ノ
様

石
川
　
博
山
力
様

●
下
二
　
　
　
故
・
井
上
　
孝
次
様

井
上
　
保
孝
様

●
吉
田
二
　
　
故
・
萩
原
ミ
ト
コ
様

萩
原
　
古
　
様

●
新
生
街
　
　
故
・
川
野
　
岩
生
様

川
野
ス
ミ
子
様

●
吉
田
団
地
　
故
・
高
木
助
太
郎
様

高
本
　
久
乃
様

「はしが」だけ単独で行
たが∴今年4月から新し
くがぜ」と「風疹」が

新三種混合として、指定す

科小児

7月と8月を除し

●持っていくもの
必ず母子手帳を持参ください
●料　金

負担は2，ＯＣ旧円。医院の窓

今までは集団で接種していました
国別に指定医院
うになりま
いるポリオやＢＣ

が重ならないよう
受けてください。

から48か月まで。

4月か
けられ

が行
どと

医師と相談

●対象者
生後3
●実施医療機関・実施時
上記新三種混合と同様
●持っていくもの

手帳を持参ください。
無料です。

寺、



日

　

本

　

炭

　

砿

　

㈹

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
川
」

鮎
川
か
ら
菊
地
へ
経
営
が
移
り
、
五
か
月
を
す
ぎ
た
昭
和
二
十
七

年
十
月
、
炭
労
大
手
十
七
社
は
坑
内
夫
十
割
、
坑
外
夫
六
割
の
大
幅

賃
上
げ
を
要
求
し
て
、
無
期
限
ス
ト
に
突
入
し
た
。
労
組
と
し
て
は

も

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お

れ

「
戦
争
で
経
営
者
は
大
儲
け
を
し
て
い
る
の
に
、
俺
た
ち
を
低
賃
金

で
押
え
て
い
る
」
と
の
思
い
が
、
ヤ
マ
ぐ
る
み
家
族
ぐ
る
み
の
闘
争

と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
経
営
者
は
「
戦
争
は
終
り
に
近
い
の
に

今
さ
ら
大
幅
の
賃
上
げ
と
は
…
…
」
と
の
お
も
わ
く
か
ら
、
さ
ら
に

「
全
国
の
貯
炭
量
は
七
百
四
十
三
万
ト
ン
あ
る
。
今
な
れ
ば
一
か
月

は
ス
ト
に
耐
え
ら
れ
る
」
と
の
皮
算
用
と
な
っ
て
交
渉
は
決
裂
し
た
。

と
こ
ろ
が
ス
ト
を
決
行
す
る
半
月
前
の
衆
議
院
選
挙
で
、
福
岡
県

二
区
の
定
員
五
名
申
、
社
会
党
左
派
か
ら
多
賀
谷
其
稔
、
青
野
武
一
、

右
派
か
ら
松
本
七
郎
、
伊
藤
卯
四
郎
の
四
人
が
当
選
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
組
合
幹
部
は
組
合
員
の
闘
争
意
識
を
計
る
こ
と
が

で
き
て
、
そ
れ
が
六
十
三
日
間
の
長
期
ス
ト
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
ス
ト
に
よ
っ
て
石
炭
が
不
足
し
て
列
車
は
本
数
を
削

減
し
、
ま
た
都
市
ガ
ス
も
供
給
時
間
を
制
限
す
る
な
ど
、
日
炭
に
お

い
て
も
得
意
先
の
八
幡
製
鉄
所
は
、
発
生
炉
用
炭
が
底
を
つ
い
て
重

大
な
事
態
を
迎
え
た
。
こ
の
た
め
需
要
家
は
石
炭
業
界
へ
の
不
信
を

つ
の
ら
せ
る
と
共
に
、
今
後
の
石
炭
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
不
安
を
持
ち
、

こ
ぞ
っ
て
重
油
へ
の
転
換
を
図
っ
た
が
、
八
幡
製
鉄
所
に
お
い
て
も

徹
夜
に
つ
ぐ
徹
夜
の
突
貫
作
業
で
、
切
換
え
工
事
を
実
施
し
た
。

い
っ
ほ
う
石
油
産
業
に
お
い
て
は
、
海
底
深
部
の
採
油
と
大
型
タ

ン
カ
ー
で
の
大
量
輸
送
が
可
能
に
な
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
カ
ロ
リ
ー

当
り
の
単
価
は
石
炭
に
接
近
し
て
、
近
い
将
来
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は

石
油
が
石
炭
に
と
っ
て
か
わ

る
と
い
わ
れ
て
い
た
。
と
こ

轟
　
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
エ
ネ
ル

社
　
ギ
ー
革
命
が
進
行
し
て
い
る

の
を
、
労
使
は
知
っ
て
か
知

亡
　
ら
ず
に
か
、
政
府
が
緊
急
調

地
　
整
を
発
動
す
る
十
二
月
十
七

萄
　
日
ま
で
の
一
ハ
十
三
日
間
、
お

互
い
に
血
み
ど
ろ
の
闘
争
を

つ
づ
け
た
。
そ
し
て
翌
年
七

月
、
朝
鮮
戦
争
が
終
結
し
て
石
炭
業
界
は
が
く
然
と
し
た
。
そ
れ
は

産
業
界
の
重
油
へ
の
転
換
が
予
想
以
上
に
進
ん
で
い
る
う
え
、
ス
ト

中
に
輸
入
し
た
外
国
炭
の
貯
炭
も
か
さ
み
、
ま
た
国
内
炭
の
貯
炭
量

み

ｆ

ぇ

ノ

も
七
百
万
ト
ン
に
達
し
て
、
筑
豊
の
ヤ
マ
は
未
曾
有
の
貯
炭
の
山
を

築
い
た
。
さ
ら
に
戦
争
の
終
結
に
よ
っ
て
不
景
気
が
到
来
し
、
九
州
で
は
百

四
十
一
社
の
ヤ
マ
が
姿
を
消
し
た
が
、
日
炭
に
お
い
て
も
従
業
員
七
、

五
九
三
人
（
職
員
九
七
二
人
、
鉱
員
六
、
六
二
一
人
）
の
十
五
パ
ー

セ
ン
ト
に
あ
た
る
一
、
二
八
〇
人
を
希
望
退
職
さ
せ
て
、
よ
う
や
く

苦
境
を
乗
り
切
っ
て
い
る
。

そ
う
し
た
昭
和
三
十
年
、
社
長
に
菊
地
仁
が
就
任
し
た
。
菊
地
社

長
は
本
社
が
福
岡
市
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
京
支
社
に
て
会

社
を
つ
か
さ
ど
り
（
自
宅
は
東
京
港
区
）
、
福
岡
本
社
は
小
島
艮
利

常
務
（
事
務
）
と
芦
川
正
信
常
務
（
技
術
）
に
運
営
を
さ
せ
、
ま
た

高
松
砿
業
所
は
坂
本
辰
衛
取
締
役
を
所
長
に
据
え
て
の
、
変
則
的
な

会
社
経
営
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
れ
は
陣
頚
指
揮
で
知
ら
れ
た
宮
川
社

長
と
は
対
照
的
で
、
果
し
て
菊
地
社
長
の
意
中
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の

か
、
そ
れ
と
も
単
に
坊
ち
ゃ
ん
経
営
に
す
ぎ
な
い
の
か
、
知
る
よ
し

も
な
い
が
、
こ
の
遠
隔
経
営
に
よ
っ
て
彼
を
知
る
人
は
、
水
巻
町
に

お
い
て
は
き
わ
め
て
少
な
い
。

な
お
翌
三
十
一
年
に
は
神
武
景
気
が
到
来
し
て
二
年
後
に
後
退
し

た
が
、
そ
の
間
に
重
油
の
カ
ロ
リ
ー
当
り
の
単
価
は
石
炭
よ
り
安
く

な
っ
て
、
産
業
界
の
石
炭
離
れ
は
急
速
に
進
ん
で
い
っ
た
。
日
炭
に

お
い
て
は
高
松
炭
で
知
ら
れ
た
製
鉄
向
け
の
発
生
炉
用
炭
は
、
二
十

六
年
に
百
二
十
万
ト
ン
契
約
し
た
が
、
三
十
三
年
に
は
二
十
九
万
ト

ン
に
減
り
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
経
営
も
悪
化
し
て
い
っ
た
。
そ
こ

で
日
炭
で
は
、
発
生
炉
用
炭
か
ら
発
電
所
用
炭
へ
の
需
要
転
換
を
計

画
し
、
そ
の
営
業
政
策
と
従
業
員
の
士
気
高
揚
の
た
め
に
、
三
十
二

年
、
ノ
ン
プ
ロ
野
球
部
を
発
足
さ
せ
た
が
、
し
か
し
、
こ
れ
も
三
十

四
年
が
最
盛
期
で
、
三
十
六
年
に
な
る
と
斜
陽
の
波
に
は
勝
て
ず
解

散
し
て
い
る
。

ま
た
菊
地
社
長
は
重
油
で
は
代
替
え
不
可
能
な
、
原
料
炭
（
溶
鉱

炉
で
コ
ー
ク
ス
と
し
て
使
用
す
る
粘
結
炭
）
の
北
ボ
ル
ネ
オ
、
サ
ラ

ク
ワ
炭
田
の
開
発
に
乗
り
出
し
た
。
そ
の
た
め
一
二
十
四
年
か
ら
調
査

団
を
六
回
派
通
し
た
が
、
し
か
し
三
十
七
年
に
日
中
長
期
総
合
貿
易

協
定
が
締
結
さ
れ
て
、
大
陸
の
原
料
炭
が
安
く
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
中
止
の
や
む
な
き
に
至
っ
た
。
な
に
し
ろ
北
九
州
か
ら
三
日

の
行
程
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
飛
行
機
で
二
時
間
半
、
さ
ら
に
草

で
二
時
間
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
地
帯
で
あ
る
。
す
で
に
計
画
の
段
階
で
無

理
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

昭
和
三
十
五
年
、
池
田
内
閣
の
所
得
倍
増
計
画
で
、
い
わ
ゆ
る
高

原
景
気
が
到
来
し
た
。
し
か
し
筑
豊
で
は
石
炭
需
要
の
落
ち
込
み
で
、

多
く
の
ヤ
マ
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
閉
山
し
て
い
っ
た
。
大
手
で
は
三
十
五

年
に
明
治
豊
国
、
高
田
、
住
友
潜
滝
、
三
十
六
年
に
三
菱
給
田
、
飯

塚
、
住
友
忠
限
、
古
河
峰
地
、
三
十
七
年
に
三
菱
上
山
田
、
方
城
、

三
十
八
年
に
三
井
山
野
、
日
鉄
二
瀬
、
三
菱
新
入
な
ど
が
閉
山
し
た
。

日
炭
に
お
い
て
も
需
要
の
落
ち
込
み
に
は
勝
て
ず
、
三
十
六
年
五
月
、

会
社
は
賃
金
引
き
下
げ
を
含
む
合
理
化
案
を
組
合
に
琴
示
し
た
。
こ

れ
に
対
し
労
組
は
他
の
ヤ
マ
が
閉
山
す
る
な
か
に
あ
っ
て
、
百
日
間

に
わ
た
る
長
期
ス
ト
に
突
入
し
た
。

も
っ
と
も
、
こ
の
ス
ト
は
前
年
の
三
井
三
池
の
大
争
議
に
お
い
て
、

九
大
教
授
向
坂
逸
郎
（
社
会
主
義
協
会
代
表
）
の
指
導
し
た
「
会
社

は
つ
ぶ
れ
て
も
ヤ
マ
は
残
る
」
と
の
革
命
理
論
に
負
う
と
こ
ろ
が
多

く
、
ま
た
組
合
員
に
し
て
も
「
こ
こ
で
負
け
る
と
ズ
ル
ズ
ル
と
後
退

す
る
」
と
の
認
識
か
ら
、
六
、
六
三
〇
人
の
組
合
員
が
打
っ
て
一
丸

こ
ん
ば
い

と
な
っ
て
闘
っ
た
。
そ
の
あ
げ
く
労
使
は
疲
労
困
燈
し
、
需
要
家
の

電
力
会
社
は
不
信
を
つ
の
ら
せ
て
石
炭
離
れ
を
生
じ
、
ス
ト
に
よ
る

損
害
は
四
十
八
億
円
に
達
し
た
。

こ
の
ス
ト
に
つ
い
て
は
三
十
八
年
の
年
頭
辞
に
お
い
て
、
菊
地
社

長
を
し
て
「
一
昨
年
の
百
日
ス
ト
を
頂
点
に
、
最
近
十
か
年
は
年
平

均
一
か
月
く
ら
い
ス
ト
が
つ
づ
い
た
」
と
嘆
か
し
め
た
が
、
お
そ
ら

く
父
寛
実
が
日
炭
株
を
買
い
占
め
た
と
き
に
、
こ
の
強
力
な
労
組
を

知
っ
て
お
れ
ば
、
あ
え
て
火
中
の
栗
は
拾
わ
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。
と
こ
ろ
が
炭
労
の
関
東
軍
と
い
わ
れ
た
、
最
強
を
誇
る
高

松
労
組
も
こ
れ
ま
で
で
、
そ
れ
以
後
は
石
炭
産
業
の
斜
陽
化
と
共
に
、

組
織
と
団
結
は
次
第
に
失
わ
れ
て
い
っ
た
。

こ
こ
に
お
い
て
菊
地
社
長
は
、
親
ゆ
ず
り
の
炭
鉱
経
営
に
見
切
り

を
つ
け
た
の
か
、
三
十
六
年
、
東
京
支
社
に
あ
っ
て
板
橋
ヘ
ル
ス
セ

ン
タ
ー
と
商
社
の
経
営
に
着
手
し
、
さ
ら
に
四
十
二
年
に
は
石
油
産

業
に
も
進
出
し
て
、
京
葉
ガ
ス
㈱
（
創
立
昭
和
二
年
、
本
社
市
川
市
、

資
本
金
十
八
億
円
）
の
社
長
に
就
任
し
た
。
う
わ
さ
で
は
日
炭
と
同

様
に
株
の
買
い
占
め
で
、
社
長
に
就
任
し
た
と
い
う
人
も
い
た
が
、

そ
の
真
偽
は
別
と
し
て
、
菊
地
社
長
は
日
炭
で
か
せ
い
だ
資
金
を
京

葉
地
区
に
投
資
す
る
、
い
わ
ゆ
る
資
金
の
肩
替
わ
り
を
始
め
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
菊
地
社
長
が
日
炭
東
京
支
社
に
常
駐
し
た
意

義
が
あ
っ
た
わ
け
で
、
反
対
に
ヤ
マ
元
の
水
巻
町
は
、
こ
れ
に
と
も

な
っ
て
次
第
に
衰
微
し
て
い
っ
た
。

（
つ
づ
く
）

（
文
）
郷
土
史
家
　
柴
　
田
　
貴
　
志

「


